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平成２３年度　　自　己　評　価　表　　

中 長 期 目 標
（学校ビジョン）

学び、輝き、感動のある学校
幼児・児童・生徒が充実した学校生活を送り、個々の可能性を伸ばし、より良く生き
ることができるよう支援する学校
《 １８歳で自立できる人を育てる 》～社会に繋ぎ時代を生き抜く力の育成～

今年度の
重点目標

○幼児・児童・生徒の能力・特性に応じた指導の充実を図る。
○幼児・児童・生徒の可能性を伸ばし、社会参加していく力を
育てる。

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 中　　間　　評　　価　　　（　10月　） 最　終　評　価　　（　２月　）

評価項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策 経過・達成状況 評価 改善方策

一人一人に
視点をあて
た学習指導
の充実

●肢体不自由児に対す
る発達検査と、発達段
階ごとの学習支援につ
いての研修は充実した
か。

●実態把握の方法や把握し
た実態に対しての学習の設
定に曖昧な面がある。

●全教員が実態把握と
それを活かした授業づ
くりに関する研修を受
けている。

●発達検査と発達段階の特徴に関
する研修を複数回行う。
●自立活動通信で実践事例を紹介
していく。

●校外から２名の講師を複数
回招き、研修を行った。 B

●発達検査の研修をもう一度行
い授業づくりに活かせるように
する。

●発達検査と発達段階の特徴に
関する研修を、年７回行った。
●自立活動通信で、発達理解に
関する記事を年間連載した。

Ａ
●少しずつ浸透し始めているので、
次年度も引き続き発達の研修を行い
ながら、目標設定や学習内容に活か
せるようにする。

●授業の改善を行い，
児童の学力の向上を図
る。

●研究授業、授業研究会を
積み上げてきたが、授業研
究会を十分なものすること
ができなかった。
●各教科主任間の連携や各
教師の教科指導に関する共
通理解が十分とはいえない
面がある。

●授業者支援会議が軌
道にのっている。
●簡潔で指導の意図が
わかる指導案を作成
し、個々の児童生徒の
実態に応じた確かな学
力をつける。

●授業者支援会議を推進する。
●教科間の連携を図る。(公開授
業，校内研究会)
●授業シートを活用し、教科内容
を明確にした授業を推進する。

●授業者支援会議が軌道にの
りつつある。
●指導内容一覧表を作成し
た。

●グループ分けをし、公開授業
後の授業を検証していく。
●支援会議のあり方を検証す
る。
●指導内容一覧表を活用し、授
業シートを用いて教科等の内容
を明確にして、計画・実践・評
価を行う。

●授業者支援会議システムが軌道に
乗ってきている。
●授業者支援会議システムを通し
て、授業の改善がなされた。
●本校の生活単元学習のねらいにつ
いて、指導者間の共通理解が進ん
だ。
●授業シートに教科内容を表記する
ことで指導意図のわかる授業実践が
できた。

B

●オーダーの出し方を検討する。
●授業者は取り入れた支援策を年計
の配慮事項に記録を残す。

●研究テーマに沿った
各研究グループの取り
組みについて、情報交
換・共通理解・確認す
る場を設定したこと
は、授業改善に有効
だったか。

●昨年度まで、各研究グ
ループの取組みが分かりに
くく連携が弱かった。
●外部専門家の指導助言を
授業改善に活かしつつあ
る。

●グループを中心とし
た取り組みが、学校全
体のものとなり、PDCA
サイクルを積上げた授
業改善が行われてい
る。

●個別の教育支援計画、個別の指
導計画を活用した授業内容の精選
と支援のあり方を検討しながらす
すめる。
●３年計画の３年目として、前年
度までの積上げを活かし、研究の
まとめとして、各グループによる
研究授業を実施する。
●外部講師を招いた研修会を開
き、指導助言を活かした授業作り
をすすめていく。

●グループ研究会では、実践報
告や意見交換、今後の見通しを
持ちながらの話し合いを行っ
た。PDCAサイクルを意識し、授
業公開後の検討会で、新しい取
組みを取り入れたグループもあ
る。
●他グループの取組みを共通理
解するため中間報告会を設定し
たが、他のグループの取組みが
把握しきれなかった。じっくり
と共通理解をする会を設定する
時間がなかなかとれない。
●外部講師を招き、指導助言を
受け、授業改善に努めている。

18歳の自立
を見据えた
進路指導の
充実

●集めた情報を整理
し、様々な方法で継続
的に情報発信すること
ができたか。
●各学部の進路指導に
関する共通理解を図る
ことができたか。

●進路に関する情報発信に
取り組んでいるが、継続し
て必要である。
●各学部においての進路指
導に関する共通理解が十分
とはいえない。

●ニーズを把握し、そ
れらに基づいた情報収
集・発信ができてい
る。
●各学部からの意見を
踏まえ、進路指導計画
の活用、見直しが進ん
でいる。

●定期的な進路指導通信の発行、
職場開拓、施設・作業所見学、進
路研修会等の実施。
●幼稚部から高等部までの一貫し
た進路指導計画の活用の充実が図
られるよう広報活動、校内研修等
に努める。

c

●来年度は福祉セミナー（仮称）を開催
し、福祉サービス等の情報提供の場を作
る。また、施設・作業所見学の在り方に
ついても検討を進める。
●進路指導の手引は来年度は保護者への
配布も視野に入れ内容の見直しを進め
る。
●キャリア教育についての研修を外部か
ら講師を招いて実施し、授業改善に努め
る。

c

●各グループの取組みが確認できる
ように、グループ研究会の記録を必
ず共通フォルダに入れ、全体の場で
確認を促す。
●公開授業の予定をメールや全体の
場で知らせ、可能な限りグループ内
外の実践を参観し授業改善につなげ
ていく。
●全体の研究のまとめとして、外部
講師を招き、各グループが授業研究
会を実施する。（１２月）

●研究３年目のゴールとして、各グ
ループの取組みを発表する授業研究
会を実施した。公開授業において
は、一部しか参観できなかった職員
が多かったが、外部講師を招きグ
ループごとに協議会をもつことで研
究の評価につながった。後日、全体
報告会を設定し、各グループの研究
成果、課題を全職員で共通理解し
た。

B

●授業改善に向けて各グループで研究し
てきた方法やツールを全体に広げ、授業
づくりに活かしていけるようにする。

●授業研究会において、全職員が全部通
して公開授業を参観できる体制をつく
る。

●自立活動研修会として、発
達と教材・教具に関する研修
会を行った。
●夏休み教材・教具展を開
き、教員の意識向上を図っ
た。

●進路指導通信の発行はして
いるが、内容については不十
分なところもある。
●幼小学部の進路指導年間計
画が作成された。
●進路指導計画の活用につい
ての説明が不十分であり、活
用・見直しが進んでいない。

D

●教職員・保護者にニーズに応えら
れる内容充実に向けて、アンケート
の実施、情報収集に努める。。
●進路指導の手引（現在作成中）を
教職員に配布し、各学部の進路指導
に関する取り組みが把握できるよう
にする。
●校外から講師を招いてキャリア教
育の視点による教育課程及び授業改
善に向けた研修を実施する。

●ＰＴＡ進路指導部と連携し、
保護者アンケートを行った。進
路座談会で講師の方にアンケー
ト内容について答えていただい
た。
●進路指導の手引を作成し全職
員に配布した。
●キャリア教育の視点による教
育課程及び授業の改善をテーマ
に島根県立石見養護学校から渡
部教諭を講師に招き、研修を
行った。

B

センター的
機能の推進

●肢体不自由特別支援
学校としての専門性を
発揮できたか。

●肢体不自由児の障がい特
性を踏まえた支援の在り方
についての情報提供が十分
ではない。

●地域支援活動や教育
相談活動を円滑に行
い、ニーズや課題に応
じた効果的な支援を
行っている。

●担任研修会、学校公開、地域訪
問、キャンプ等を通して、地域の
子どもたちの実態やニーズ・課題
の把握に努める。
●関係機関や特別支援学校との情
報交換に努める。

ニーズに対
応できる専
門性の向上

●発達に応じた教材・
教具の整備をすること
と実践例紹介はニーズ
に対応できたか。
●支援機器、自助具の
機能別整理をすること
とそれらの使用例紹介
はニーズに対応できた
か。

●養護・訓練時代の教材、
支援機器等はあるが、必要
なものがどこにあるのかわ
かりにくい。また、使い
方、学習利用に最適な発達
段階や動作の状態がわから
ないことがある。

●発達段階や身体の動
きに応じて、教材・教
具、支援機器を整理・
整備する計画が立ち、
１年目の取り組みを終
えている。

●発達段階に応じた学習内容に適
した教材・教具の研修を行う。
●動作の状態に応じた支援機器の
利用についての研修行う。
●自立活動通信で実践事例を紹介
していく。

Ｂ

●来年度の学級担任変更を視野に入
れた、継続支援のあり方の工夫。
●ニーズの把握やニーズに応じた情
報提供に向けた、地域へのアプロー
チの継続と、肢体支援学校・関係機
関等との連携による情報収集。
●校内職員に向けた情報発信

c
●引き続き研修と、自立活動通信で
の実践紹介を続ける。
●教材・教具庫の整備を進める。

●発達に応じた教材・教具・支
援機器に関する研修を２回行っ
た。教材・教具が校内で有効利
用できるための研修も行った。
●教材・教具庫の準備は整った
が、しっかりとした整備には至
らなかった。

Ｂ
●自立活動で使用した教材の集約を行
い、校内の資産として、教員がわかりや
すいように整理する。

●研修会設定－肢体支援学校
間での連携による県内全体へ
の支援活動の広がりが見えて
きた。
●地域の学校のニーズの把握
やニーズを踏まえた情報提供
が不十分である。
●校内職員による「センター
的機能」の理解が十分とはい
えない。

D

●地域の学校に向け、支援方法
を工夫する。（校内体制への配
慮、魅力的な研修内容の提供、
HPの活用による情報発信）
●校内職員に向けた情報発信を
する。（掲示、終礼等連絡、HP
活用）

●研修会案内、地域へのアプ
ローチ等による関係機関への支
援活動の広がりが見られた。
●概ねニーズに応じた支援もで
きつつある。
●校内職員に活動内容の発信、
「センター的機能」関連図の作
成・配布をした。

●迅速な記事点検、稟議を行うこと
によって、速やかに記事を更新する
ことができた。このことにより、毎
日（課業日）更新、複数の記事の更
新ができた。
●各学部からの記事の投稿が以前よ
りも多くなった。しかし、まだかか
わる職員が少なく、幅広い記事の掲
載となっていない。

●今後も正確で迅速な記事点
検、稟議を行い、リアルタイム
な記事更新に努めていく。
●多くの職員が記事作成に係わ
れるように、学部のコーナーを
中心に、各学部でスケジュール
や当番等を決めて取り組む。

社会に繋ぐ
活動の推進

●実態や生活年齢に
合った交流活動ができ
たか。
●交流及び共同学習を
通して互いを認め合っ
たり、学び合ったりす
ることができたか。

●教育課程上の位置づけや
ねらい、評価等を明確にし
ていく必要がある。

●幼児・児童・生徒相
互、地域の人々との交流
活動を通して経験を深
め、社会性を養うととも
に、積極的に社会に参加
しようとする態度を育て
る。
●教育課程上の位置づけ
やねらい、評価等を明確
にする。

●交流校への情報発信と共通理解
を図る。
●打ち合わせ会や反省会の充実を
図る。
●手紙、ビデオレター等の間接交
流を行う。

●今年度から本校、交流相手
校双方が教育課程上の位置づ
けやねらい等を明確にして活
動に取り組んでいるところで
ある。
●学部によっては交流校の意
識や関わり方に差がある。
●他学部の交流の様子が分か
らない。

●リアルタイムな情報
発信ができているか。
●記事内容は、閲覧者
の期待するものとなっ
ているか。

●作成後の校内稟議システ
ムにより、公開までに時間
差ができてしまう。リアル
タイムに記事更新できてい
ない。
●記事更新に関わっている
者が一部の職員になりがち
なため、内容が偏りがちに
なっている。

●稟議システムの合理化
をはかる等により、迅速
に情報発信できるように
する。
●記事作成に関わる職員
が増え、情報内容も幅広
いものになる。

●稟議システムを改善、簡略化
し、迅速に公開できるようにす
る。
●ホームページ作成研修会をも
ち、ほとんどの職員が記事作成に
関われるようにする。

Ｂ

●稟議システムの改善によ
り、迅速に情報発信できるよ
うになった。
●研修会を行ったが、記事作
成に係わる職員が多少増えた
だけだった。

c

●今後も個人情報の保護、情報の正確さ
等に十分配慮し、情報発信していく。
●ホームページ作成講習会の持ち方を工
夫し、ホームページの有用性の理解を図
る。また、かかわることのできる職員を
増やしていく。そして、幅広い記事を掲
載することで閲覧者の期待に添うものと
していく。

                                                                                         鳥取県立皆生養護学校

c
●交流相手校の意識を高めるた
めの十分な話し合いをする。
●事前・事後指導をきちんと行
い、発展性のある交流にしてい
く。
●他学部の交流について情報交
換や共通理解の場を持つ。

●本校、交流相手校双方が教育課程
上の位置づけやねらいを明確にして
交流活動に取り組むことができた。
●事前・事後指導をきちんと行うこ
とで交流相手校の意識や関わり方も
改善してきている。
●分掌の中で情報交換を行った。ま
た、皆生ブライト・フェスティバル
やホームページ等で情報発信を行っ
た。

Ｂ

●引き続き教育課程上の位置づけやねら
い等を明確にして活動に臨む。
●引き続き双方が事前・事後指導をしっ
かり行い、互いに有意義な交流ができる
ようにしていく。
●今後も掲示物やホームページ上で随時
情報発信をして共通理解を図っていく。


